
 

 

 

 

 

今回は 1 月 24 日(土)に当院で行われた、日本 ALS 協会埼玉県支部 南部ブロック交流会でのお話しし

た内容を紹介します。参加者は少人数でしたが、意外と知らないこともあったと好評でした。特にその中

でも、ALS における栄養障害と対策、嚥下障害の対策について、ピックアップします。 

【ALS における栄養療法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ALS の栄養障害と対策（病初期） 

ALS の病初期には、著名な体重化粧をきたすことがあります。この原因として、筋肉量の減少や呼吸努

力によるエネルギー消費亢進の他に、疾患特有の代謝亢進があることが分かってきています。ALS の患

者さんの体は燃えているので、体重を維持するためには大量のエネルギーが必要です。 

また、大切なこととして、下記のことが報告されています。 

・体重減少率が多いほど予後が悪い（呼吸不全に至るのが速い） 

・体重減少があった群でも、診断後に体重が維持できれば、 

予後が改善する（進行が遅くなる） 

 

右図は、ALS では高カロリーの栄養を摂取することで、 

病気の進行が遅くなったというデータです。 

①HCFD（ハイカロリーフード）VS プラセボで生存率を 

比較したデータでは、HCFD 群でより長い期間生き延びた 

人が多かったことが示されました。 

②NfL という神経障害を反映する物質の量を比較したデータ 

では、HCFD 群で神経障害が少ないということが示されました。 
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ALS（人工呼吸器をつけるまで）における具体的な消費エネルギー量は、清水の式で予測できます。 

 (1.67 x RMR-HB) + (11.8 x ALSFRS-R)-680  

※RMR-HB：ハリスベネディクトの式で求めた基礎代謝量 

※ALSFRS-R：ALS の機能障害度スケール 

実際には清水の式での量は多く摂取しきれない患者さんもいます。そこで生存期間が保たれる最低限の

エネルギー量も示されています（中村ら）。 

標準体重 × 25 kcal 以上 

※当院のシナプスファイルサーバには、清水の式での ALS の消費エネルギー量の予測値を計算するツー

ルが入っていますので、（薬局 櫻井さん作☆）お近くの NST 委員にご相談ください！ 

□ALS の栄養障害と対策（慢性期） 

気管切開での人工呼吸器装着後は、エネルギー代謝が大幅に低下します。それまでと同じ栄養を摂取し

ていると「栄養過多」となり高血糖や脂肪肝、拒舌など生じる危険があります。 

具体的な一日の必要エネルギー量はおおよそ下記の通りで、体重や血液検査を見ながら定期的に調整す

ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・四肢不全麻痺 約 1000kcal ・四肢完全麻痺 約 900kcal ・意思伝達不能 約 800kcal 
（※600-700kcal という報告もあります） 

□ALS における嚥下障害について 

 ALS では舌萎縮、咽頭の筋力低下、口輪筋の筋力低下などから、嚥下障害はほぼ必発です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲み込みを助ける３つのポイント：①姿勢を整える、②とろみをつける、③無理をしない 

①姿勢：顎引き姿勢は気管にフタをしやすく誤嚥が防げます。また、ALS では舌の動きが弱いため、少

し顎を挙げて重力で流し込むことや、左右差があるため首を傾けて嚥下することが有用な場合がありま

す。 

気管切開・TIV 
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②とろみ：食べやすさのポイントは、「まとまりやすさ」と「すべりやすさ」です。汁ものにはとろみを

つける、固形物の後に「とろみあん」を飲んで流し込む交互嚥下が有効です。 

③無理をしない：疲れている時は誤嚥しやすいものです。あまり噛まなくていい食品や、栄養補助食品を

取り入れる、食事回数を減らす、胃瘻を利用するなど、柔軟な作戦を考えましょう。 

飲み込みについては、ALSFRS-R の嚥下の項目で評価を行い、嚥下造影検査を行ってどのような食品が

ちょうどいいのかを調べることが出来ます。人それぞれ障害の程度や特徴が違うので、その人にあった嚥

下方法を見つけていくことが大切です。 

栄養は ALS の患者さんにとってとても大切な治療のひとつです。当院の NST では特に力を入れて

関わっています。ぜひ困った際にはご紹介下さい。        文責：脳神経内科 星野江理 
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埼玉精神神経センターＮＳＴチーム  

発行日 2026.5.1 

ＮＳＴ便利ツール 

 ①清水の式での ALS の消費エネルギー量の予測値を計算するツール 

 ②食事、経管栄養、点滴などの内容を入れると、１日の摂取エネルギー量（エネルギ

ー量、水分、糖質、脂質、タンパク質）を自動計算してくれるツールです。薬局櫻井さ

んが作成してくれました！すごい！お近くの NST 委員に訪ねて、ぜひ一度ご活用くだ

さい。 

 

 

2 月 27 日に院内職員向けに 当センター採用栄養補

助食品、経腸栄養剤の展示・試食会を開催しました。

職員 96 名の来場があり、普段患者様に提供している

食品の味の確認や用途などについてメーカーの担当者

より直接説明を受けることが出来ました。メーカーの

担当の方も実際現場での使用感等も意見交換ができて

とても良い機会になったかと思います 

栄養 FES開催 
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